
1り6
、

広 報

印刷/田辺印刷倣)

全
神
経
を
傾
け
て
染
め
る

-
柳
町
安
次
さ
ん
(
五
十
八
歳
・
下
紺
屋
町
)

矢
出
沢
川
沿
い
、
八
幡
橋
め
た
も
と
に
あ
る
百
足

屋
染
物
庖
。
底
内
に
は
華
麗
な
模
様
の
反
物
が
た
く

さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
庖
は
約
八
十
年
の
歴
史

が
あ
り
、
柳
町
さ
ん
が
二
代
目
。
一
口
に
染
物
産
と

い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
綾
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
柳
町
さ
ん
が
手
掛
け
る
主
な
仕
事
は
染
み
抜

き
、
洗
い
張
り
、
無
地
染
め
、
型
染
め
な
ど
。

ま
た
、
染
物
屋
は
立
地
条
件
に
も
注
文
が
多
く
、

川
に
近
い
こ
と
、
反
物

(
一
反
は
約
十
二
灯
)
を
引

っ
張
れ
る
よ
う
な
広
い
敷
地
が
必
要
な
こ
と
、
作
業

場
は
南
向
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

作
業
中
、
柳
問
さ
ん
は
「
な
に
し
ろ
難
し
く
て
、
一

瞬
で
も
気
が
抜
け
な
い
。
一
生
か
か
っ
て
も
一
人
前

に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ん
ね
」
と
、
手
際
よ
い
作

業
姿
に
q

職
人
ら
し
さ
。
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

伝統を守る⑦
染物屋

編集・発行/上田市秘書課(毎月 1B . 16日)/〒386上田市大手1-11-16/fi'@4100 

市政トピックス
報恩寮運動会ごみ問題講演会など

サふデーうえだ
|有線テレビで日曜日に放送

市政に関するお知らせをお届けしていま'9。

上田ケーブルビジョン(UC V)で放映

2・3
一一一テレビ版市民ガイド 一一一

4・5お知らせア・ラ・カ・ノレ・

農地転用 ・納税標語の入選作品

lお知らせ号J
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むずかしν

扇
面
下
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/ク
ヌ

J

みんなで楽しく体を動かして、親ぽくを深めよ

うと 、報恩寮の運動会が10月4円、It]寮の南庭で

l摺かれました。照生や職員約100人が参加。 3it且
と白組に分かれ、ポール送 t)、輪投げ、玉入れ、

ボーリングなど12純目を・楽しみました。パン食い

(=写真)では、なかなか口にくわえられなくて

立ち往生している選手も。なかには「あれ/手使

って るにJ と指摘されたりして o 会場は笑いで

あふれ、参加者はそれぞれ秋の一日を満喫してい

ました。

め
紬
H

凶阿

松
曾

受Z
Z電萎46
漬ぎき

真
剣
に
考
、
人

.ri

。V
』
み
問
題
。

九
月
二
十
五
日、

創
造
館
で
「
ご
み
問

題
講
演
会
」
が
闘
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は

去
る
六
月
に
も
排
出
し
て
い
た
だ
い
た
松

制
美
夜
「
さ
ん

{
厚
生
省
「
ご
み
減
社
化

を
語
る
女
性
の
会
」
座
長
』
写
真
)。
今
回

は
「
す
て
き
な
ご
み
仲
間
L

と
い
う
テ

l
マ

で
し
た
。
参
加
者
は
約
百
五
十
人
。
身
近

な
生
活
の
話
題
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

一
品
り
に
、
会
場
が
笑
い
h
F
に
包
ま
れ
る
場

而
も
あ
り
ま
し
た
。

社
会
で
の
婦
人
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い

な
か
、
今
年
も
「
財
人
問
題
品
脳
会
」
が

九
月
て
ト
九
日
、
小
・
央
公
民
館
で
聞
か
れ

ま

し

た

今

凶
は
「
信
州
の
婦
人
的
動
」

と
題
し
て
、
記
長
野
県
短
期
大
学
教
段

古
本
孝
存
先
生
が
講

演
，
古
本
先
生
は
、

以
内
の
婦
人
的
助
の

歴
史
や
当
時
の
状
汎

な
ど
を
と
て
も
分
か

り
ゃ
す
く
語
ら
れ
ま

し

た

こ

の

日

講
演

を
聞
き
に

d
れ
た
人

は

中

高

年

の

州
人

を
中
心
に
約
五
ト
人
コ

み
ん
な
興
味
深
い
表

情
で
講
泌
を
聞
い
て

い
ま
し
た

(2] 

上
国
情
報
局
。
猿
飛
く
ん
e

に

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
ガ
加
わ
り
ま
し
た

広穂うえだ'2.10. 16 

デ
ー
タ
通
信
の
上
回
情
報
局

η
猿
飛
く
ん
"

に
新
し
い
般
涙
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。

従
米
の
メ
ニ
ュ
ー
と
合
わ
せ
て
卜
し
ハ
メ
ニ
ュ
ー

と
な
り
、
身
近
な
情
報
や
地
域
情
報
が
よ
り
充

実
し
ま
し
た
{
太
字
が
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
)。

置
模
索
メ
ニ
ュ
ー

①
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
情

報
②
く
つ
ろ
ぎ
の
宿
③
旅
の
誘
い
@
よ
田
小
県

観
光
情
報
⑤
〈

E
Z吋
.仰
の
Z

広
三
上
回
小
県
観

光
情
報
の
英
語
版
)
⑥
各
制
施
設
と
文
化
財
の

案
内
⑦
長
野
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
③
市
町
村

か
ら
の
お
知
ら
せ
②
私
た
ち
の
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市
⑬
美
味
し
い
グ
ル
メ
情
報
⑪
お
決
ま
り

で
す
か
?
今
日
の
献
立
⑫
イ
ベ
ン
ト
コ
レ
ク
ン

ョ
ン
⑬
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
玉
手
箱
(
レ
デ
ィ
ー
ス

コ
ー
ナ
ー
)
⑪
お
役
に
立
ち
ま
す
⑬
街
角
か
わ

ら
ば
ん
⑬
あ
な
た
の
運
勢
わ
た
し
の
ク
イ
ス

薗
市
内
設
置
場
所

市
役
所
、

J

R
上
田
駅
、

は
て
い
や
上
回
筒
、
川
西
シ
ョ

ッ
ピ
ン
ク
セ
ン

タ
ー
、
創
造
館
、
中
央
・
阿
部
・
上
野
が
丘

・

塩
田

・
川
向
の
各
公
民
館
、
勤
労
山
少
年
ホ
ー

ム
、
国
件
館
、
長
野
大
学
、
小
川
m
郎
の
町
村
、

坂
城
町

-
問
い
合
わ
せ

企
嗣
課
(
内
線

1
2
2
4
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盛大に起工式

市
制
七
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
、
室
内
ブ

l
ル
を

中
心
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
フ

ィ
ッ

ト
ネ
ス
パ
ー
ク
」
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の

起
工
式
が
九
月
二
十
八
日
、
上
臨
尻
中
之
島
地
絡
の
建
設
予
定
地

(H

写
真
下
}
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
関
係
者
約
行
人
が
集
ま
り
、

そ
の
な
か
で
永
野
市
長
は
「
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
、
だ
れ
も

が
健
康
づ
く
り
の
で
き
る
施
設
に
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
く
わ
入
れ
の
儀

式

(1
写
真
上
)
を
行
い
ま
し
た
。

⑨
 

市の動き

差
別
の
な
い
社
会
を
願
っ
て

人
権
、
差
別
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

展
示
し
た

「
い
の
ち
・愛
・人
権
上
回
展
」
が
九
月

二
十
八

H
か
ら
同
三
十
円
ま
で
上
回
西
武
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
写
真
・

パ
ネ
ル
の
展
示
や
ビ

デ
オ
放
映
な
ど
の
ほ

か
、
昨
年
、
人
権
抑

圧
の
歴
史
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
ち
、
世
界
中

で
話
題
と
な
っ
た
「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
」
の
砕

か
れ
た
一
部
を
展
示
。

訪
れ
た
人
々
は
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
、
こ

れ
ら
の
展
示
を
見
て

い
ま
し
た
。

同
F

1日 地震総合防災訓練(上堀河川敷グラウ

ンドほか、約1，100人が参加)

2日 市社会福祉大会 (市民会館)上回 ・小

県このすばらしいふるさとめぐり (丸子町

郷土博物館、武::pj村ともしび博物館など)

4日 9月定例市議会招集日(-19日)

5日 m長が98歳以上の長寿者に敬老祝いの

訪問 (市内 4人)県防災講演会(市民会館)

6日 市民と市長の臼

15日 第12回市民ふれあい広場(長池公園、

創造館)第15図上岡市農協祭(-16日、上関

城跡公園)

げ日 県道下原大屋停車場線改良促進期成同

盟会

18日 官公庁懇話会 (消費生活センター)

20日 森林組令松望小屋聞き

21日 秋の全国交通安全運動 (-30日、 市内

各地で街路指導)新幹綜沿線協正副会長会

(長野市)

22日 きのこ展示会(西武デパート、 -24日)

23日 市民カラオケ大会(文化センター)

25日 ごみ問題講演会(創造館、約150人が参

加)

26日 県道新田真回線改良促進期成岡県会総

会 ・陳情

28日 「フィットネスパーク」起工式(上海

尻の同建設予定地で)いのち ・愛・人権上

回展(西武デパート、 -30日)

29日 北信越地区高校野球長野県大会(市営・

県営球場、 -30日)

創
造
館

秋
の
特
別
事
業

-
家
族
写
生
大
会

マ
と
き

十
月
二
十
八
日
川
午
前
九
時

(雨

天
の
場
合
は
十

一
月
間
白
川
)

マ
集
合
場
所

上

回

創

造

館

マ

参

加

費

無

料

マ

そ

の

他

①
写
生
用
具
、
畳
食
、
雨
具
、
ビ
ニ
ー
ル

敷
き
な
ど
は
各
自
持
参
。
②
画
用
紙
は
用
意
し

ま
す
。

-
秋
の
星
空
観
望
会

マ

と

き

十

月
二
十
日
的

・
二
十

一
日
川
の

二
回
午
後
七
時
三
十
分
1
九
時
三
十
分

マ

と
こ
ろ
向
館
天
体
観
測
室

(
4
階
}

-
写
真
セ
ミ
ナ
ー
合
同
撮
影
会

マ
と
き

十
月
二
十
六
日
樹
午
前
九
時
i
午

後
四
時
マ
参
加
団
体
崩
会
、
ピ
ン
ポ
ケ
ク

ラ
ブ
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
上
野
丘
ク
ラ
ブ
、
ワ

ォ
ト
ク
ラ
ブ
塩
田

-
問
い
合
わ
せ

上
回
創
造
館

(
宮
⑫

1
1
1

1
)
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市民と市長の日

11月5日(月)

午前9時~正午

市長室

(市役所3階)



一村

無
断
転
用
は

法
律
違
反
で
す

地等の転用には
許可が必要です

田農地等を住宅敷地、工場敷地、道路、

山林などの農地以外の用途に転用する

ことです。 また、一時的に資材置き場、

飯場、砂利採集場などにする場合も、

転用になります。

国 その土地が農地であるかどうカ、は、

現況によって判断されます。地目が農

地ならば、たとえ不耕作の状態が続い

ていても、農地性があるかぎり農地と

見なされています。また、地図が農地で

なくても肥培管理がなされ耕作の周に

供されていれば、転用には許可が必要

です。

農地を農地以外の用途に転換する場合(転用)には、

法律による制限があり、都道府県知事または農林水産

大臣の許可が必要です。転用許可申請の手続きには複

雑な部分もありますので、転用に関するトラブルを避

けるため、許可申請をする前に地元の農業委員会ある

いは、長野県農業会議(農地利用相談センター)に相

談をして、十分な指導 ・助言を受けたうえで許可申請

をした方が、円滑な手続きが図れます。

事
前
に
相
談
を

酬を転用する胤用後も所有) 堵>
.転用目的で農地等の権利を取得

する人(転用事業者) I両
・転用事業者に農地等め樹陀設 i者15粂

定したり移転する人(地主) ， 

申

請

者

申
請
す
る
人
は

|詳しくは農業委員会事務局(内線1492)へ |

※5条言午可でも遺贈、競売、公売、判定、調停等のときは単独

申請できます。

rご存じマ苛か防災ミ二百科J

(テレピ信州で11:25.......11:30 ) 

10月25日@r消防学校の

一日」
川月 l日@r秋の火災予防

運動J

8日@ r体験I119番J

22日@r身につけよう

応急手当J

甲
種
防
火
管
理
者

資
権
取
得
講
習
会

マ
と
き
十
一
月
七
日
側
、
八
日

榊

午

前

九

時

1
午
後
四
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
マ
資
格

防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
人
マ

受
講
料
会
員
三
千
五
百
円
、
非
会

員
五
千
円
マ
申
し
込

み

十

月

十

六
日

ωよ
り
同
三
十
一
日
附
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
諜

(岱
⑫
0
1
1
9内
線

2
1
7
)

市
職
員

広報うえだ'2.10. 16 

同
月
|
日
付
け

(4J 

人
事
異
動

-
部
長
級

マ
農
政
部
長
(
企
画
課
長
)
柄
沢
荘

一

マ
交
通
対
策
局
長
(
管
理
課
長
)

宮
下
昭
夫

-
課
長
紐

マ
企
画
課
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
事
務
局
次
長
(
商
工
課
長
)

等
々
力
寛
マ
商
工
課
長

(応
急
工

事
課
長
)
小
林
邦
人
マ
管
理
課
長

(
体
育
課
長
)
小
沢
良
行
マ
体
育

課
長
(
消
防
本
部
総
務
課
長
)
小
池

広
次
マ
応
急
工
事
課
長
(
都
市
計

画
課
課
長
補
佐
兼
調
査
計
画
係
長
)

坂
口
今
朝
茂
マ
城
南
解
放
会
館
長

兼
城
南
公
民
館
長
(
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
兼
学
務
係
長
)
赤
羽
普
碩

マ
建
築
指
導
課
長
(
建
築
課
課
長
補

佐
兼
建
築
係
長
)
園
部
勝
則
マ
青

少
年
課
長
(
市
民
課
課
長
補
佐
兼
庶

務
係
長
)
松
沢
征
太
郎

-
課
長
補
佐
級

マ
市
民
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
(
体

育
課
課
長
補
佐
兼
自
然
運
動
公
園
管

理
事
務
所
長
)
原
佳
克
マ
体
育
課

課
長
補
佐
兼
自
然
運
動
公
園
管
理
事

務
所
長
(
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長
)
清
水
邦
雄
マ
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐
(
杜

会
課
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
福
祉
係
長
)

関
陽

(
5
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)



い
ま
え
、
い

7
ま

γ札
、
友
ぐ

1
7す。

お知らせア・号・カ.，ι・ト

たばこは

市内で

異いましょう

マ
と
き

十
月
二
十
三
日
附
午
後

時
三
十

i
九
時

マ
と
こ
ろ

合
同
庁
舎

(材
木
町

二

マ
内
容

隊
員
の
近
況
を
映
画
に
よ
っ
て
紹

介
。
秋
募
集
の
派
遣
要
請
内
容
を
説

明

マ
問
い
合
わ
せ

国
際
協
力
事

業
団
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
(
8

0
3
・
4
0
0
・
7
2
6
1
)

あ
な
た
が
二
百
二
十
円
の
た
ば
こ

を

一
箱
お
買
い
に
な
る
と
、
約
四
十

円
の
税
金
を
市
へ
納
め
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
元
年
度
の

た
ば
こ
税
の
収
入
が
、
約
五
億
六
千

万
円
で
武
重
な
財
源
と
し
て
住
み
よ

上
国
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、

上
田
市
で
は
、
税
金
の
意
義
を
理
解

し
知
識
を
深
め
で
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
中
学
三
年
生
を
対
象
に
納
税
標

語
を
非
集
し
た
土
こ
ろ
、
千
四
百
八

点
に
の
ぽ
る
多
数
の
作
品
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
三

十
四
人
が
入
選
し
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

圏
上
田
税
務
署
長
賞

マ
税
金
を
納
め
て
築
こ
う
僕
ら
の
未

来

仁

科

範

一

(
一
中
)

マ
税
金
で
発
展
し
て
い
く
我
が
郷
土

久
保
賞
裕

(
二
中
)

マ
消
費
税
ぽ
く
も
あ
な
た
も
納
税
者

い
町
づ
く
り
に
た
い
へ
ん
役
立
っ

て

い
ま
す
。
た
ば
こ
は
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
吸
い
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

市
民
税
諜

(内
線

1
2
8
6
)
 

佐
藤
宏
行
宝
石
'
)

マ
税
金
で
築
い
た
あ
の
橋
あ
の
道
路

山
辺
康
浩
(
四
中
)

マ
生
き
て
い
る
み
ん
な
の
納
め
る
こ

の
税

が

塚

原

祐

一

(五
中
)

マ
税
金
を
笑
顔
で
納
め
て
明
る
い
社

会

清

水

良

(

六

中
)

マ
税
金
は
明
る
い
社
会
の
道
し
る
べ

古
平
恵
子

(塩
田
中
)

圃
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

山
岸
和
信
(
ア
中
)、
斉
藤
達
也
(二

中
)、植
松
文
徳
(三
中
)、
新
海
雅
俊

(四
中
)、
児
玉
佳
世
(五
中
)、
竹
原
君

恵
(六
中
)、
町
田
亨
(塩
田
中
) 現在、約2，000人の隊員が41か国で

活躍しています

労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

マ
と
き

十
月
二
十
四
日
制
午
後

二
時
1
三
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
合
同
庁

舎
隣
)

マ
内
容

「企
業
に
お
け

る
女
性
の
活
用
、
戦
力
化
」
と
題
し

て
、
日
本
労
働
研
究
機
構
研
究
所
主

任
春
木
節
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

マ

そ
の
他
入
場
無
料

マ
申
・し
込
み

県
東
信
労
政
事
務
所
(
⑫
1
6
2
9
)

圏
上
田
市
長
賞

笠
原
加
代
、
福
沢
知
子
、
春
原
祥

子

(以
上

一
中
)、真
保
佳
奈
、
清
水

幸
典
、
藤
田
奈
津
子
(
以
上
二
中
)、

土
田
幸
恵
、
山
田
優
子
(
以
上
三
中
)、

高
橋
っ
か
さ
、
石
井
直
樹
、

池
内
智

恵
子
(
以
上
四
中
)、

小
宮
山
慈
、
柳

沢
亜
有
美
、吉
池
利
江
(
以
上
五
中
)、

岩
洲
哲
也
、
竹
内
健
介
、
小
林
泰
志

(以
上
六
中
)
、
石
合
貴
徳、
林
冬
美
、

佐
藤
亜
希

(以
上
塩
問
中
)

-
問
い
合
わ
せ

収
税
課

(内
線
1

3
0
4
)
 

【5J

-
係
長
総

マ
高
齢
者
福
祉
係
長

(選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
次
長
)
古
平
実

マ
建

築
係
長
(
審
査
係
長
)
堀
場
勝
哉

円

v
学
務
係
長

(議
会
事
務
局
庶
務
係

長
)
西
沢
規
俊
マ
審
査
係
長

(建

築
指
導
課
主
査
)
石
井
厚
マ
議
会

事
務
局
庶
務
係
長

(議
会
事
務
局
主

査
)
田
中
行
房
マ
社
会
教
育
係
長

(庶
務
課
主
査
)
窪
田
八
平

消
防
本
部

-
課
長
級

マ
総
務
課
長

(警
防
課
長
)
宮
下
正

一

マ

警
防
課
長

(予
防
謀
長
)
北

沢
伴
康
マ
予
防
課
長

(東
北
分
署

長
)
西
沢
清
成
マ
東
北
分
署
長
(中

央
消
防
署
副
署
長
兼
瞥
防
第
一係
長
)

成
田
則
之

-
係
長
紐

マ
中
央
消
防
署
鵬
首
防
第
一
係
長

(南

部
消
防
署
主
任
)
山
口
弘
明

11月は
「雇用保険

さわやか受給

推進月間」
届出、 証明、申告は

ありのままを正確に/

一上回公共職業安定所ー

広報うえだ'2.10. 16 



就職相談のつ Eい

就職を希望しているかたならだれでも参加でき

ます。また、県外で就職し、 Iターン(ふるさと

へ帰って就職する )希望者の家族のかたもどうぞ。

いと き 10月23日(刈午前10時~午後4時 bと

ころ 卜同商工会議所 1>参加企業 約40社 1> 

問い合わせ 上回公共職業安定所(ハローワーク

卜'.IElfi⑫6363)

市
の
施
設
を
見
る
会

参
加
者
を
募
集

市
の
施
設
を
知
る
よ
い
機
会
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
た
さ
い
。
参
加
料
は

無
料
で
、

一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

昼
食
は
市
で
用
意
し
ま
す
。
(
コ
l
ス

は
左
表
)

マ
集
合

八
時
五
十
分
ま
で
に
市

役
所
正
前
五
関
前
へ

マ
定
員

各

州
ト
五
人
{
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

マ

申

し

込

み

十
月

二
十
二
日
附
か
ら
十
一
月
二
日
闘
ま

で
に
電
話
で
秘
書
課
(
内
線

1
1
1

1
、

1
1
1
2
}

園
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

-

上
岡
市
消
費
生
活
展

市
と
県
め
共
催
で
、
「
比
つ
め
抗
そ

…
う
暮
ら
し
と
環
境
」
を
メ
イ
ン
テ
|

マ
に
、
消
費
生
活
に
お
け
る
問
題
点

や
改
善
方
法
を
興
味
深
く
展
示
し
ま

す。
マ

と

き

卜

月
二
卜
七
日

ω午
後

一
時

l
四
時
、
間
二
卜
八
日
川
午
前

十
時

1
午
後
間
時

マ
と
ニ
ろ

第

一
会
場

1
中
央
公
民
館
、
第
二
会
場

…

l
働
く
婦
人
の
家

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(内
線

1
3
9
0
)

"̂ 。

時間 11月6日{火) 11月7日(水) 111'18日(本)
ト一一一一一 ト一一一 ト一一 ーーー一一一一

8: 50集合 市l!iji~正面玄関節 市役所正前玄関前 市役所正蘭玄関前

9:00 出発

9: 10-10: 10 ~- ・守f:佼 第二学校 下水浄化センター

給食センター 給食センター

10: 30-11: 30 ßl~ 浄水管理センター 高齢者

バイオセンター 縞祉センター

テイ ・サーピ 1

セン1-

12:00-1:50 l'ージョ ンプラザ 市民の事長公倒 mi提国分~ft科館

上聞創 造 館 わし Ii'山荘 mi韓国分寺跡

史跡公倒

2: 10-3: 10 1"ーンセン 1- 報 思. ~ 点字問脅館

3:30-4: 30 jを院 ・乳児院 lて問中央消防署 ff1J <傍人 の 京

4: 40 市役所正l耐k関前 市i)l:f賢正面玄関節 市役所正面!閥的

見学施設と日程

個
人
住
宅
建
設
資
金

お
貸
し
し
ま
す

前
年
陀
に
引
き
続
き
、
住
宝
を
新

…
築
ま
た
は
附
改
築
す
る
か
た
に
、
次

…
に
よ
り
建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

(貸
付
条
件
あ
り

)

マ
貸
付
金
額

五
卜
万
円
以
上
二

一
行
万
円
以
下

(利
率
年
六

・
三
%
)

…
マ
返
済
期
間
卜
・ム
年
以
内

マ
返

一
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払
い

マ

…
申
込
期
限

十
月
三
十

一
日
附
。
た

い
だ
し
、
代
付
予
定
一戸
数

(
八
戸
)
が

…
満
杯
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

一
マ

i

申
し
込
み

管
理
課

(内
線

1
5

0
4
)
 

ご
協
力
く
だ
さ
い

自
動
車
O
D
調
資

建
設
省
で
は
、
十
月
下
旬
、
全
国

一
斉
に
、
「
金
問
道
路

・
街
路
交
通
情

勢
調
査
」
(
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

)を

行
い
ま
す
。

県
上
回
建
設
事
務
所
で
は
、
さ
ら

に
こ
れ
と
同
時
に
上
岡
市
と
周
辺
岡

村
を
含
め
た
上
田
都
市
悶
を
対
象
に
、

オ
ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
に
よ

る
「
自
動
車

O
D
(起
終
点

ず
調
炎
」

を
実
地
し
ま
す
。

こ
の
調
布
は
、
あ
ら
か
し
め
無
作

為
に
調
査
付
加水
と
な
る
山
動
市
を
抽

出
し
、
剣
送
に
よ
り
調
伐
の
お
願
い

-
を
し
て
、
制
作
日
の
運
行
状
況
を
調

汀

…
伐
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

[

…
を
調
究
員
が
各
.引
を
訪
問
し
て
回
収

…
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で

一
す
。調

布
結
果
は
、
上
問
市
お
よ
び
上

…
旧
都
市
闘
の
将
米
に
わ
た
る
道
路
や

…
駐
車
場
の
整
備
計
阿
を
策
定
す
る
た

一
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
、
交
通
の
危

…
険
を
な
く
し
、
快
適
で
住
み
や
す
い

一
環
境
を
作
り
出
し
て
い
く
〉
え
で
も
、

…
大
切
な
調
世
代
に
な
リ
ま
す
。
調
慌
の

…
対
象
に
な
リ
ま
し
た
背
さ
ん
の
ご
協

…
力
を
お
願
い
し
ま
す
《

一
マ
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

(内

…
線

1
5
2
3
)

圃
君
も
チ
ャ
レ
ン
.シ
ノ
.

圃

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

次
に
よ
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

一
隊
員
を
募
集
し
ま
す

マ
対
象
・

人
員

小
学
校
二
年
生

日
(二
卜
名
)、
一1

・
川
年
生
(特
.
ト
れ
)

マ
募
集
期
限

ト
円
三
卜

.
H
附

マ
申
込
先

可

少

年

諜

(内
線
1

7
3
2
)
へ

屯
訴
に
よ
る
巾
・
込
み

い
で
も
結
隣
で
す
。

広報うえだ'2.10. 16 



官月の相談官 今月の納税

市 県 民 税 3期

国民健康保険税 4期

納期限は10月31日です

自主納付のかた、口座振替が便利です/

一
テ
イ
・
サ

l
ヒ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
送

…
迎

二
日
間
と
も
J
R
K
川
駅
前
か

一
ら
無
料
送
迎
パ
ス
を
運
行
し
ま
す

Q

…
マ
問
い
合
わ
せ
南
船
者
福
祉
セ

ン

高
齢
者
め
か
た
や
体
の
不
日
山
な
…
タ
l

FE
@

4
1
1
9
)

…
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
努
力
さ
れ
製
作
し
…

た
作
品
や
ク
ラ
ブ
日
出
動
の
成
巣
を
発
い

い
い
衣
し
ま
す
。
ま
た
、
子
宗
門
問
、
陶
芸
…

・
品
、
お
や
さ
、
お
で
ん
、
野
菜
な
ど
一

的

即

光

も

行

い

ま

す

…

畠

マ
と

き

ト

田
川
卜
け
川
、
卜
一

U
川
午
前
卜
川
町
i
午
後
宅
時

マ
…

と
こ
ろ
ん
刈
齢
将
一
悩
祉
セ
・
/
タ
|
、

楽
し
い
て
す
よ

高
齢
者
文
化
祭

会 f勢など

市
役
所

日事

宮
⑫
4
1
0
0

西武デ/~ート

社会福祉協議会

合 ⑫2025

上問商工会議所

宮 ⑫4500

生活f最I定J品
市

pfr 

1支

日

11 月 9 日 l~

13: 30-15 : 30 

11月22日(付

13 : 30 -15 : 30 

llHl 日 (~

13 : 00 -16 : 00 

11月8日w
13 : 00-16 : 00 

11月1日附

8: 30-17 : 00 

11月12日(Jll

10: 00-15: 00 

jφj自火Dlj8 

10 : 00 -15 : 00 

11月17日U:)
10: 00-正午

11月21臼(1¥)

10: 30-正午

毎週月~金曜日

9 :00-16 : 00 

毎週月 ~土日記日 (午前)

9 : 00-17 : 00 

毎週月~金曜日

9:00-16:00 

毎週月~金曜日

9 : 00-16 : 00 

れ2炎相1

:ik 律相!

{子約制J)

法

人t化・↑句みごと干11，1炎

-t. !也 ・ill物申II.!炎

良地 問題 fllj炎

J炎

1
 

1
 

f
 

付1~炎

;;iR 

fll 

制l

.(.、円己ごと

政行

法律相] ~炎

{予約制)

保 険 年 金 制l践

J炎

家厳重 ・リ!e， tIt削減

十11jui 

平
成
三
年
の
成
人
式
を
次
に
よ
り
…

マ
対
象
市
内
に
住
む
か
、
市
内

…
竹
う
，
十
定
で
す
。
該
当
者
に
は
、
年
一
事
業
所
に
働
く
二
十
九
歳
ま
で
の
男

…
内
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
@

…
性

マ
期
間

十

一
月
五
日
間
、
同

マ
と
き

.
中
成
三
年
一
月
十
五
日
…
十
九
日

ω、
卜
二
月
三
円
川
め
三
回
。

一
一
閃
午
後

一
時
間
場
マ
と
こ
ろ
市
一
時
間
は
午
後
六
時
三
卜
分

1
八
時
三

…
民
会
館

マ
該
当
者
昭
利
開
ト
・
ム
…
ト
分

マ
内
容

こ
れ
ぞ
う
ま
い
梢

一
年
内
川
て
日
か
ら
同
四
卜
八
年
同
月
一
の
さ
か
な
、
簡
単
に
作
れ
る

a

日間料

…
-
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
上
田
市
に
住
…
型
、
他
山
峨
を
号
、
え
た
ス
ヒ
l
ド
メ
ニ

一
民
社
鉢
を
し
て
い
る
人
マ
そ
の
他
ぃ

ュ
ー
な
ど

マ

定

員

十

h
人

マ

市
外
に
住
民
白
蝕
を
し
て
い
る
学
…
受
講
料
.
ニ一
向
円
F

他
に
材
料
貨
な

…
生
な
ど
で
、
家
族
が
よ

m市
に
住
み
、
…
ど
必
要
)

マ
申
し
込

み

卜

月

一一

…
山
席
を
希
望
す
る
場
合
は
十
一一
月
ト
…
十
二
日
川
か
ら
勤
労
行
少
年
ホ

l
ム

…
二
日
制
ま
で
に
、
背
少
年
諜

へ
ご
述
…

(
宮
⑫

7
1
1
7
)
へ
。
午
後
十
二
時

…
給
く
だ
さ
い
案
内
状
を
お
送
り
し
…
一
二
十
分
か
ら
九
時
ま
で
に
ど
う
ぞ
ω

ん
れ
…

ま
す
。

…

i
;
i
i
i
?
1
1
t

れ
は
…
「
二
十
歳
に
な
っ
て
思
う
ニ
と
」
…

訂
正
と
お
わ
び

併

は

…

作

文

を

募

集

し

ま

す

…

宿

り

対

吋

川

…

…

"で

dw
恨

消

加

…

マ

責
格
成
人
式
該
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盛況だった昨年の文化祭
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-渡辺嵩士〈ん

( I歳 6か月 、伊勢山)

「積み木、おもちゃの自動

車で遊ぶのが好きて'すね」

と母の由香里さん。

保健ttt
保健予防課(内線1374)

11月の乳幼児健康診査

l>受付時間 いずれも午後1時-2時 l>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりましたので、健診日に

会場で記入していただきます。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 診 実施日 生年 月 日

台、 月
11月1日 2. 6.16- 6.30 

4 
11月16日 2. 7. 1- 7.15 

10 か 月
11月2日 ft. 12.16-12.31 

11月27日 2. 1. 1- 1.15 

1歳6か月
11月7日 7じ. 4.16- 4.30 

11月21日 7G. 5. 1- 5.15 

3 歳
11月8日 62. 10. 1-10.15 

11月19日 62. 10.16-10.31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 1 _ _ _ _ 1 2. 6.16- 7.15 
111月6日 1

10 か月 1--.. -- 1元.12.16-2. 1.15 

1歳6か月 111月28日 | 元. 3.16- 5.15 

川商社会福祉センター()11西地区)

4 か月 1 1 2. 6.16- 7.15 

10 か月 111月14日|元.12.16-2. 1.15 

1歳 6か月 1 1 元. 4.16- 5.15 

3 歳 111月29日 I 62 . 6. 1 -11 . 30 

心の健康を考えるつどい

県、上小地域市町村などでは 、精神障害者の社会参

加を進め、心の健康について考えてもらうため、次に

より開きます。

l>とき 11月16日樹午後12時30分-4時45分、 11月

17日ω午前9時-12時30分 l>ところ 文化センター

l>内容 共同作業所 ・デイケアの活動報告、元北九

州市立デイケアセンタ一所長坂口信貴さんによる講演

「地域で力強く生きていくために」、分科会など b問

い合わせ 上回保健所(包⑫1260)

10月は腎移植推進月間

腎臓は、血液をろ過し、余分になった水分や塩分、

体に害を及ぽす老廃物を原として排せつする機能をも

っています。血液は、この腎臓の働きによって常に一

定の状態を保っているわけです。

ところが、病気や事故などで1晋臓の働きが極度に弱

まってしまう 「腎不全」になると、尿がじゅうよんに

出なくなり 、体内に老廃物がたまって尿毒症となり 、

死につながることも少なくありません。

10月は腎移植推進月問。現在、わが国で、は慢'性腎不

全のため、人工透析を受けている患者は88，000人ほど

います。そして、毎年約7，000人づっ増えています。

地性腎炎の根治療法として、腎移植がありますが、

日本では年間約700件ほど、その過半数は肉親からに

よるものです。

腎移植術は医学的にじゅうぶん確立された治療法て¥

欧米では死後における善意の腎提供が広〈行われてい

ます。

そこで、腎不全対策のいっそうの推進をはかるため、

腎移植月間が設定されまし

た。腎不全問題の現状を理

解され、献腎に参加、協力

していただきたいと思いま

す。また、次により腎移植推

進県民大会が聞かれます。

l>とき 10月27日仕)午後

l時-4時 l>ところ 塩

尻市民会館 l>内容 意見

発表と講演 じ〉問い合わせ

保健予防諜 (内線1373)

再募集しま守f肺がん検診受診者

広報 8月16臼号で、肺がん検診の受診者を募集

しましたが、定員にまだ若干の余裕があります。

40歳以上で受診を希望する人は、電話かはがきで

保健予防諜(内線1374)までどうぞ。定員になり

次第締め切ります。

なお、10月1日号でも再募

集しましたが、対象年齢に誤

りがありました。r40哉以下」

とありますが r40歳以上」の

誤 1)です。訂正しておわびし

ます。詳しくは広報8月16日

号をご覧ください。

広報うえだ'2.10. 16 [8) 
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